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機器使用に関する注意と警告

（１）本装置は産業用途として製造していますので、ご使用には電気一般の知識を

必要とします。一般家庭にてご使用になる電気機器には使用できません。

（２）医療機器のほか特に高い電気的絶縁性を必要とする用途には使用できません。

（３）接続の間違い、または操作の誤りによって、万一、対象となる相手方装置、

または本装置のいずれかが故障しても、本装置は一切の責任を負いません。

（４）本装置を接続することにより、対象機器の電気的な回路状態が変化する場合

は、直ちに本装置の使用を中止してください。

（５）本装置から、対象機器となる装置に異常電圧等がかかり、相手方装置が故障し

た場合においても、本装置は、相手方装置に関する一切の責任を負いません。

ご使用の前に必ずお読み下さい。

（１）ご使用になるパソコンにデバイスドライバをインストールして下さい。

計測ユニットに添付の データレコーダソフト は、ご使用になるパソコンに、

専用のデバイスドライバをインストールしないと動作しません。

本説明書の「デバイスドライバのインストール」に従って、

ご使用になるパソコンに、必ずデバイスドライバをインストールして下さい。

（２）インストール手順に従ってドライバをインストールしてください。

ご提供しておりますＣＤ－ＲＯＭには、ユーザサイドにてアプリケーション

プログラムを作成される場合のために、（１）ダイレクト版と

（２）仮想ＣＯＭ版の２種類のドライバ、および、この両方に対応した

（３）複合版ドライバを収納しています。１５ＢＸシリーズのデータレコーダ
ソフトはダイレクト版または複合版にて動作します。

この説明書では、複合版ドライバをインストールする手順を説明しています。

複合版ドライバはインストールがとても簡単です。

ドライバを選択してインストールする必要がある、Windows98SE／Meの

ような旧ＯＳをご使用の場合を除いて、この説明書の手順に従って、複合版

ドライバをインストールしてください。

（３）インストール時に間違ったドライバをインストールしてしまった場合

インストール手順を間違った場合には、ドライバのアンインストールを実行

して後、再度、ドライバインストールを実行してください。アンインストール

方法は、ドライバインストール方法の最後に説明しています。
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１．機能

１５ＢＸシリーズは、パソコンのＵＳＢポートに接続して、多チャンネルアナログ信号計測

ユニットとして動作します。１５ＢＸシリーズは、すべてのタイプで、絶縁アンプを使用し
ており、USBインターフェイスとは電気的に絶縁しているほか、さらにシリーズには全チャ

ンネルを相互に絶縁したタイプもあります。また、高分解能版はユニット内部の高速ディジ

タル信号処理により、入力電圧をフルレンジに対して最大65500（16bit）にて分割する能

力があります。

１５ＢＸ計測ユニットは、製品添付の計測ソフトをパソコンにインストールすると、高機能

データレコーダとなります。計測ソフトは、信号波形を表示するモニタ機能のほか、ＸＹ表

示機能もそなえており、計測結果のファイル保存とファイルからの読込表示も可能です。

計測データは、すべての計測間隔にて、きれめなく連続的に記録できます。また、保存した

計測データは、わかりやすいテキストデータ形式ですので、表計算ソフトなどのアプリケー

ションソフトで容易に利用することができます。

（１）4ch版１５ＢＸＷ－Ｇ４（Ｍ）、１５ＢＸＷ－Ｈ４（Ｍ）、

2ch版１５ＢＸＰ－Ａ２（Ｍ）、１５ＢＸＰ－Ｃ２（Ｍ）
１５ＢＸＰ－Ｄ２（Ｍ）、１５ＢＸＰ－Ｅ２（Ｍ） のいずれをご購入

いただいた場合も、１５ＢＸＰ用、１５ＢＸＷ用の両計測ソフトを標準添付してい

ます。本説明書に１５ＢＸＷ用または１５ＢＸＷ／１５ＢＸＰ共用として説明して

いるソフトは、２ｃｈ対応制限にて１５ＢＸＰにて動作させることができます。

（２）添付計測ソフトでは、12bit版および高分解能版、チャンネル相互絶縁タイプ

を、ソフトウェアが自動的に識別して動作します。また、バージョン３にて動作さ

せていた計測ユニットも、自動識別して動作します。

１５ＢＸシリーズ一覧

チャンネル数 計測

製品型式 分解能 チャンネル その他 ソフト

bit 相互絶縁 標準添付

１５ＢＸＷ－Ｈ４Ｍ １６ * ４ 絶縁 ○

１５ＢＸＰ－Ｅ２Ｍ １６ * ２ 絶縁 ディジタル入出力付 ○

１５ＢＸＰ－Ｃ２Ｍ １６ * ２ 絶縁 アナログ入力専用版 ○

１５ＢＸＷ－Ｈ４ １６ * ４ 非絶縁 ○

１５ＢＸＰ－Ｅ２ １６ * ２ 非絶縁 ディジタル入出力付 ○

１５ＢＸＰ－Ｃ２ １６ * ２ 非絶縁 アナログ入力専用版 ○

１５ＢＸＷ－Ｇ４Ｍ １２ ４ 絶縁 ○

１５ＢＸＰ－Ｄ２Ｍ １２ ２ 絶縁 ディジタル入出力付 ○

１５ＢＸＰ－Ａ２Ｍ １２ ２ 絶縁 アナログ入力専用版 ○

１５ＢＸＷ－Ｇ４ １２ ４ 非絶縁 ○
１５ＢＸＰ－Ｄ２ １２ ２ 非絶縁 ディジタル入出力付 ○

１５ＢＸＰ－Ａ２ １２ ２ 非絶縁 アナログ入力専用版 ○

１５ＢＸ２Ｍ １２ ４ 絶縁 ケースと付属ケーブルなし ×

１５ＢＸ１Ｍ １２ ２ 絶縁 ケースと付属ケーブルなし ×

１５ＢＸ２ １２ ４ 非絶縁 ケースと付属ケーブルなし ×

１５ＢＸ１ １２ ２ 非絶縁 ケースと付属ケーブルなし ×

＊ 高分解能(16bit)版の最大分解能は、サンプリング間隔にて変化します。

短いサンプリング間隔では、12bit分解能に制限されています。詳細は精度表を

ご覧ください。
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１５ＢＸＷ－Ｈ４（Ｍ）/Ｇ４（Ｍ）

４ｃｈアナログ入力の計測ユニットです。アナログ入力部分には絶縁型アンプを使用してお

り、パソコンのＵＳＢ回路とは電気的に絶縁しています。
Ｈ４ＭとＧ４Ｍタイプは、４ｃｈすべてのアナログ入力チャンネルを相互に絶縁しています。

Ｈ４とＧ４タイプは、ｃｈ１とｃｈ２をＡグループ、ｃｈ３とｃｈ４をＢグループとして、

このグループ間を絶縁しています。各グループの０Ｖは共通（非絶縁）です。

１５ＢＸＷ用の計測ソフトは、１デバイス分４ｃｈのアナログ信号波形を、同時にモニタ表

示します。また、２系統のＸＹ表示機能も備えています。

（注）１５ＢＸＷには、ディジタル入出力機能はありません。

4ch 15BXW-H4(M)/G4(M)

USBｹｰﾌﾞﾙ DACS-2500-BH

USB-DIO または

USB USB DACS-2500-BM
パソコン ポート Bｺﾈｸﾀ

または 50Pﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙ

ＵＳＢハブ

絶縁アンプ使用 USB-ADA USB-ADA

プログラマブル・ゲイン・アンプ内蔵 No.1 No.２

入力電圧範囲 工業標準 ±１０Ｖ

ｱﾅﾛｸﾞ電圧入力

BNC CH1 CH2 CH３ CH４

チャンネル間の絶縁仕様はタイプにより異なります。

チャンネル相互絶縁仕様 ＤＡＣＳ－２５００－ＢＭ を使用

12bit版（Ｇ４Ｍ）は ２５１０Ｊ 高分解能版（Ｈ４Ｍ）は ２５１０Ｋ を使用

チャンネル間非絶縁仕様 ＤＡＣＳ－２５００－ＢＨ を使用

12bit版（Ｇ４）は １５１０Ｊ 高分解能版（Ｈ４）は １５１０Ｋ を使用

図１．１ 計測ユニット １５ＢＸＷ－Ｈ４（Ｍ）/Ｇ４（Ｍ） の構成

１５ＢＸＰ－Ｅ２（Ｍ）/Ｄ２（Ｍ）

２ｃｈのアナログ入力と、ディジタル入出力（各１２点）を備え、パソコンのＵＳＢポート
に接続して、パソコン上で計測と波形のモニタリングができる計測ユニットです。アナログ

入力には絶縁型アンプを使用しており、パソコンのＵＳＢ回路とは電気的に絶縁しています。

Ｅ２ＭとＤ２Ｍタイプは、アナログ入力チャンネルも相互に絶縁しています。

Ｅ２とＤ２タイプは、アナログ入力チャンネルの０Ｖは共通（非絶縁）です。

（注）ディジタル入出力はＴＴＬレベル信号で、ＵＳＢ回路と０Ｖが共通になっています。

１５ＢＸＰ用の計測ソフトは、２ｃｈのアナログ信号波形を同時にモニタ表示します。

ＸＹ表示機能も備えています。また、ディジタル入力の状態をリアルタイムに表示します。

さらに、アナログ入力のコンパレータ機能があり、しきい値電圧を設定して、入力電圧が設

定を超えたとき、または設定よりも下がったときに、ディジタル出力に状態を出力すること

ができます。（８点までの設定が可能です。ディジタル出力ができるのはＩＤ＝０の計測ユ

ニットのみです。）



- 4 -

2ch 15BXP-E2(M)/D2(M)

USBｹｰﾌﾞﾙ DACS-2500-BH

USB-DIO または
USB USB DACS-2500-BM

パソコン ポート Bｺﾈｸﾀ

または 50Pﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙ

ＵＳＢハブ

絶縁アンプ使用

プログラマブル・ゲイン・アンプ内蔵 USB-ADA

入力電圧範囲 工業標準 ±１０Ｖ

ｱﾅﾛｸﾞ電圧入力 ディジタル入出力
BNC CH1 CH2 Ｄ－Ｓｕｂ

２５ピン（メス）

チャンネル間の絶縁仕様はタイプにより異なります。

チャンネル相互絶縁仕様 ＤＡＣＳ－２５００－ＢＭ を使用

12bit版（Ｄ２Ｍ）は ２５１０Ｊ 高分解能版（Ｅ２Ｍ）は ２５１０Ｋ を使用

チャンネル間非絶縁仕様 ＤＡＣＳ－２５００－ＢＨ を使用

12bit版（Ｄ２）は １５１０Ｊ 高分解能版（Ｅ２）は １５１０Ｋ を使用

図１．２ 計測ユニット１５ＢＸＰ－Ｅ２（Ｍ）/Ｄ２（Ｍ） の構成

１５ＢＸP-Ｃ２（Ｍ）/Ａ２（Ｍ） ２ｃｈのアナログ入力専用の計測ユニットです。

2ch 15BXP-Ｃ2(M)/A2(M)

USBｹｰﾌﾞﾙ DACS-2500-BH

USB-DIO または

USB USB DACS-2500-BM

パソコン ポート Bｺﾈｸﾀ

または

ＵＳＢハブ 50Pﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙ

絶縁アンプ使用

プログラマブル・ゲイン・アンプ内蔵 USB-ADA

入力電圧範囲 工業標準 ±１０Ｖ

ｱﾅﾛｸﾞ電圧入力

BNC CH1 CH2

チャンネル間の絶縁仕様はタイプにより異なります。

チャンネル相互絶縁仕様 ＤＡＣＳ－２５００－ＢＭ を使用

12bit版（Ａ２Ｍ）は ２５１０Ｊ 高分解能版（Ｃ２Ｍ）は ２５１０Ｋ を使用

チャンネル間非絶縁仕様 ＤＡＣＳ－２５００－ＢＨ を使用

12bit版（Ａ２）は １５１０Ｊ 高分解能版（Ｃ２）は １５１０Ｋ を使用

図１．３ 計測ユニット１５ＢＸＰ－Ｃ２（Ｍ）/Ａ２（Ｍ） の構成
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主な機能

１ パソコンとの接続 ＵＳＢインターフェイス

高速拡張ＣＯＭポートまたは専用ＵＳＢ機器として動作。

添付計測ソフトでは、専用ＵＳＢ機器として動作します。
２ アナログ入力 １５ＢＸＷ４ｃｈ電圧入力 １５ＢＸＰ２ｃｈ電圧入力

電圧範囲 ±１０Ｖ（アンプゲイン１のとき）

入力抵抗 チャンネル間非絶縁タイプ １ＭΩ

チャンネル相互絶縁タイプ ３ＭΩ以上

ＵＳＢインターフェイスとは絶縁アンプにより絶縁（注１）

３ アンプゲイン プログラマブル・ゲイン・アンプ内蔵。

パソコンからのコマンドにより１,１０,１００倍を切換え

チャンネル相互絶縁タイプでは、

全チャネルを個別にゲイン設定できます。

チャンネル間非絶縁タイプでは、

ｃｈ１とｃｈ２をＡグループ ｃｈ３とｃｈ４をＢグルー

プとして、ＡとＢでは個別にゲイン設定ができます。
４ ＡＤ変換 変換長 高分解能版 最大１６ｂｉｔ （注２）

12bit版 １２ｂｉｔ

変換時間 １０μｓ以下（ＡＤ変換器の動作速度）

計測レンジ アンプゲイン １倍 -10V ～ +10V

10倍 -1V ～ +1V

100倍 -0.1V ～ +0.1V

変換精度、直線性誤差、０Ｖオフセットは、精度表をご覧く

ださい。

５ ディジタル入出力 １５ＢＸＰ－Ｄ２（Ｍ）またはＥ２（Ｍ）のみ有効

入出力信号 ＬＶ－ＴＴＬレベル

(注)ディジタル出力のHigh側電圧は +1.7V（最小）です。

５Ｖ系ＴＴＬには接続できない場合があります。

６ 動作速度 最小サンプリング間隔の目安
１５ＢＸＷ 添付計測ソフトにて、

４ｃｈ動作 最大２．５ＫＨｚ

２ｃｈ動作 最大１０ＫＨｚ にて動作します。

１５ＢＸＰ 添付計測ソフトにて、最大４ＫＨｚ

７ 電源 ＋５Ｖ（±１０％） １５ＢＸＷ 約２Ｗ

１５ＢＸＰ 約１Ｗ

ただし電源投入時の突入電流を除く

パソコンからＵＳＢケーブル経由にて供給しますので、別電

源を用意する必要はありません。ＵＳＢケーブル最大５ｍ

８ 絶縁抵抗 ＵＳＢ ０Ｖコモン ←→ アナログ入力０Ｖ間

チャンネル相互絶縁仕様のチャンネル間

２００ＭΩ以上（ＤＣ２５０Ｖ ２５℃ 製品出荷時）

９ 寸法と重量 １５ＢＸＷ 重量 ４２０ｇ
寸法 ９８（奥）×６２（幅）× ６１（高）ｍｍ

１５ＢＸＰ 重量 ３２０ｇ

寸法 ９８（奥）×４３（幅）× ５９（高）ｍｍ

ただしコネクタなどの突起物を除く

塗装色 マンセル Ｎ２．５

10 動作周囲温度 ０～４５℃

（注１）アナログ入力チャンネル間の絶縁仕様はタイプにより異なります。

（注２）ユニットから取得するデータは１８ｂｉｔ形式となっていますが、

ユニット内部の残留ノイズの影響により、実質的な有効範囲は 最大16bit と

なります。また、有効範囲はサンプリング間隔によっても異なります。

詳細は精度表をご覧ください。
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１５ＢＸＷ/１５ＢＸＰ共用 計測プログラムの仕様

１ サンプリング間隔 ０．１ｍｓ（注３）～１５ｓｅｃ 単位０．０１ｍｓ

ただし、０．１～０．３９ｍｓ範囲は、
１５ＢＸＷ２ｃｈ動作 １５ＢＸＰ１ｃｈ動作

時間精度 ±０．０１％と±１μｓのうち大きい値

２ グラフ表示チャンネル数 １５ＢＸＷ 同時 ４ｃｈ １５ＢＸＰ 同時 ２ｃｈ

３ 接続ＵＳＢデバイス数 最大4ポート（注４）

４ 電圧値モニタ表示 １５ＢＸＷ 同時最大 4ch×4ポート= 16ch

１台のみ接続の場合、１ｃｈを選択して電圧値の

拡大文字表示（最高／最低／振幅／平均値）可能

５ アンプゲイン １倍，１０倍，１００倍 切換

チャンネル相互絶縁タイプでは、全チャネルを個別に

ゲイン設定できます。

チャンネル間非絶縁タイプでは、

Ａグループ（ｃｈ１とｃｈ２）は同じレンジ。

Ｂグループ（ｃｈ３とｃｈ４）は同じレンジ。
ＡとＢグループでは、個別にレンジ設定可能

電圧レンジ ±１０Ｖ、±１Ｖ、±１００ｍＶ

チャンネル個別に

１， ２， ５，１０，２０，５０，１００倍の

グラフ拡大表示可能（12bit版では１０まで）

サンプリング間隔２ｍｓ未満では拡大表示１０まで

ＤＣオフセットキャンセル可能

６ トリガ機能 トリガレベル（トリガ電圧）設定

トリガスロープ極性設定 トリガチャンネル選択

波形表示同期用トリガ機能のほか、

計測開始および計測停止のトリガ機能があります。

７ 電圧読取り マウスカーソルにて波形の電圧と時間軸を読取り可能

８ モニタ波形表示方法 サンプリング間隔 ２ms以上では、
ペンレコーダのように、画面右側から左方向に波形を

スクロールします。

サンプリング間隔 ２ms未満では、

オシロスコープの ように画面左端から、波形描画を

繰り返します。

スクロールと検索操作可能

計測停止時には、画面を スクロールして計測データ

の検索と表示ができます。

ＸＹ表示 １５ＢＸＷ のみ可能

（注）１５ＢＸＰは、１５ＢＸＰ専用計測プログラム

にてＸＹ表示が可能です。

９ フィルタ機能 ４レベルのＬＯＷパスフィルタ機能があります。
10 印刷機能 画面ハードコピーをプリンタに出力します。

11 計測データ保存/読込 最大５個のデータを保存可能 （ファイル名をユーザ

にて変更すれば、個数の制限はありません。）

最大サンプリング数／１ファイル ５２４２８８個

自動ファイル保存の場合は、最大 約２０９万点

12 対応ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ９８ＳＥ、Ｍｅ、２０００、ＸＰ

（注３）最小サンプリング間隔は、接続するＵＳＢデバイス数およびＣＰＵ速度により

異なります。ＣＰＵ １ＧＨｚ以上のパソコンを使用した場合です。

（注４）複数台の計測ユニットを接続する場合、使用するパソコンのハードウェア構成

によっては、ハードウェアリソース不足により、正常に動作しないことがあり

ます。この問題の解決には、パソコンのハードウェア設定に関する知識が必要

となります。
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１５ＢＸＰ－Ｄ２(M)／Ｅ２(M) 専用版 計測プログラムの仕様

１ サンプリング間隔 ０．３ｍｓ（注３）～１５ｓｅｃ 単位０．０１ｍｓ
時間精度 ±０．０１％と±１μｓのうち大きい値

２ グラフ表示チャンネル数 同時 ２ｃｈ

３ 接続ＵＳＢデバイス数 最大4ポート（注４）

４ 電圧値モニタ表示 同時最大 2ch×4ポート= 8ch

１台のみ接続の場合、１ｃｈを選択して電圧値の

拡大文字表示（最高／最低／振幅／平均値）可能

５ アンプゲイン １倍，１０倍，１００倍 切換

電圧レンジ ±１０Ｖ、±１Ｖ、±１００ｍＶ

チャンネル相互絶縁タイプでは、各チャネルを個別に

ゲイン設定できます。

チャンネル間非絶縁タイプでは、同一となります。

チャンネル個別に

１， ２， ５，１０，２０，５０，１００倍の
グラフ拡大表示可能（12bit版では１０まで）

サンプリング間隔２ｍｓ未満では拡大表示１０まで

ＤＣオフセットキャンセル可能

６ トリガ機能 トリガレベル（トリガ電圧）設定

トリガスロープ極性設定 トリガチャンネル選択

外部トリガ（ディジタル入力1bitを使用）

波形表示同期用トリガ機能のほか、

計測開始および計測停止のトリガ機能があります。

７ 電圧読取り マウスカーソルにて波形の電圧と時間軸を読取り可能

８ モニタ波形表示方法 サンプリング間隔 ２ms以上では、

ペンレコーダのように、画面右側から左方向に波形を

スクロールします。

サンプリング間隔 ２ms未満では、
オシロスコープの ように画面左端から、波形描画を

繰り返します。

スクロールと検索操作可能

計測停止時には、画面を スクロールして計測データ

の検索と表示ができます。

ＸＹ表示 ｃｈ１（Ｙ軸）とｃｈ２（Ｘ軸）を用いた表示が可能

９ フィルタ機能 ４レベルのＬＯＷパスフィルタ機能があります。

10 コンパレータ機能 最大８点までのコンパレータを設定可能

設定内容 コンパレータ電圧 極性

デバイスＩＤとチャンネル番号の設定

コンパレータの動作結果は、ＩＤ番号０デバイスの

ディジタル出力に出力します。
（注）コンパレータ動作のサイクルタイムは、

約５０msです。計測間隔が５０ms以下でも、コン

パレータ動作は有効ですが、入力信号の５０ms以下

の短い時間変化には反応しないことがあります。

11 印刷機能 画面ハードコピーをプリンタに出力します。

12 計測データ保存/読込 最大５個のデータを保存可能 （ファイル名をユーザ

にて変更すれば、個数の制限はありません。）

最大サンプリング数／１ファイル ５２４２８８個

自動ファイル保存の場合は、最大 約２０９万点

13 対応ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ９８ＳＥ、Ｍｅ、２０００、ＸＰ

（注３）（注４）１５ＢＸＷ／１５ＢＸＰ共用版計測プログラムの仕様を参照ください。
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12bit版 精度表

１ アンプゲイン ×１ 測定可能範囲 －９．９Ｖ～＋９．９Ｖ

精度 ±１０ｍＶ 非直線性誤差 ５ｍＶ
０Ｖオフセット ±１０ｍＶ

２ アンプゲイン ×１０ 測定可能範囲 －９９０ｍＶ～＋９９０ｍＶ

精度 ±１ｍＶ 非直線性誤差 ０．５ｍＶ

０Ｖオフセット ±１ｍＶ

３ アンプゲイン ×１００ 測定可能範囲 －９９ｍＶ～＋９９ｍＶ

精度 ±０．５ｍＶ 非直線性誤差 ０．１ｍＶ

０Ｖオフセット ±０．５ｍＶ

［周囲温度 ２５℃］

４ 分解能 １２ｂｉｔ

高分解能版 精度表

１ アンプゲイン ×１ 測定可能範囲 －９．９Ｖ～＋９．９Ｖ

精度 ±３ｍＶ 非直線性誤差 ２ｍＶ

０Ｖオフセット ±３ｍＶ

２ アンプゲイン ×１０ 測定可能範囲 －９９０ｍＶ～＋９９０ｍＶ

精度 ±０．３ｍＶ 非直線性誤差 ０．２ｍＶ

０Ｖオフセット ±０．３ｍＶ

３ アンプゲイン ×１００ 測定可能範囲 －９９ｍＶ～＋９９ｍＶ

精度 ±０．１ｍＶ 非直線性誤差 ０．０３ｍＶ

０Ｖオフセット ±０．１ｍＶ

［周囲温度 ２５℃］

４ 分解能 サンプリング間隔 １０ｍｓ以上にて １６ｂｉｔ

２ｍｓ以上にて １４ｂｉｔ
２ｍｓ未満にて １２ｂｉｔ

保存データは、いずれのサンプリング間隔でも

１６ｂｉｔの形式となっていますが、ユニット内部の

残留ノイズの影響にて、サンプリング間隔10ms以下

では、下位のビットは無効となります。

15(MSB) 0(LSB)

サンプリング 4 3

間隔

2ms未満

有効範囲 １２ｂｉｔ 無効

2ms以上 無効

有効範囲 １４ｂｉｔ

10ms以上

有効範囲 １６ｂｉｔ

ファイル保存データ形式はオフセットバイナリという

整数表記形式です。応用説明書をご覧ください。
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裏面に取付用ネジ穴（Ｍ３）２箇所があります（ネジの長さ制限 １０ｍｍ）。

機器に取付けて使用しない場合は、付属のゴム足（感圧接着剤付き４個）を裏面に貼り

付けてご使用ください。

図１．４ 計測ユニット １５ＢＸＷ 外形図
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ＣＮ５ ディジタル入出力用

D-SUB ２５ピン メス コネクタ

ケース上面中央に配置

裏面に取付用ネジ穴（Ｍ３）２箇所があります（ネジの長さ制限 １０ｍｍ）。

機器に取付けて使用しない場合は、付属のゴム足（感圧接着剤付き４個）を裏面に貼り

付けてご使用ください。

図１．５ 計測ユニット １５ＢＸＰ 外形図
１５ＢＸＰ－Ａ２(M)／Ｃ２(M)は、上図にて上部コネクタがありません。
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２．ソフトウェアのインストールとＵＳＢ接続

２．１ デバイスドライバのインストール

（１）Windows XP / 2000 / Server 2003 でのインストール手順

ドライバをインストールするまでは、計測ユニットをUSBポートに接続しないでください。

＊＊＊＊ 重要 ＊＊＊＊

ドライバインストールの前に、計測ユニットをＵＳＢポートに接続しないようにし

てください。ドライバインストールは、デバイスを接続しない状態にて実行します。

ドライバインストール前に、デバイスを接続すると、デバイスドライバのインスト

ール画面が画面上に現れますが、この場合、必ず「キャンセル」を選択して、ドラ

イバインストールを中止し、計測ユニットをＵＳＢポートからはずしてください。

ドライバインストール前にご確認ください。

すでに旧バージョンのドライバがインストール済みの場合は、「デバイスドライバ

および計測ソフトの削除」をご覧いただいて、ドライバを削除し、Ｗｉｎｄｏｗｓ

を再起動して後に、新しいドライバをインストールしてください。

ドライバのバージョンによっては（WindowsXP未対応バージョンでは）、アンイン

ストール方法が異なる場合がありますので、この場合は、インストールをしたバー

ジョンの説明書にあるアンインストール方法をご覧ください。

ドライバインストール操作はとても簡単です。

① 製品に添付しているＣＤ－ＲＯＭをパソコンにセットして、ドライバのある

フォルダ ＣＤＭ を開きます。

② 自動インストール実行プログラム ＣＤＭ＿Ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ を、

マウスにてダブルクリックをして起動します。

（注）拡張子の.exe は表示のない場合があります。

次の画面が表示されて、ドライバインストールが完了となります。

③ ＯＫをクリックして終了します。

（参考）このデバイスドライバは、WHQL マイクロソフト社の認証済となっています。
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（２） Windows 98SE / Me でのインストール手順

計測ユニットをＵＳＢポートに接続してください。自動的にＷｉｎｄｏｗｓの新規ハードウ

ェアインストールウイザードがスタートしますので、メッセージ内容にしたがって、添付Ｃ

Ｄ－ＲＯＭにあるデバイスドライバの場所を指定してインストールしてください。

デバイスドライバのあるフォルダについては、「応用説明書 ５項」にある、ご提供するＣ

Ｄ－ＲＯＭの内容説明を参照してください。このなかにある「ダイレクト版デバイスドライ

バ」をインストールします。

すでに不明のデバイスとして登録されている場合は、Ｗｉｎｄｏｗｓのデバイスマネージャ

ーをひらき、不明なデバイスのなかにある「ＤＡＣＳ－２５００ Ｖ１．０」を選択して、ド

ライバの更新を実行してください。全チャンネル絶縁仕様では「１５ＢＸ－Ｍ」となってい

ます。

インストール手順

① 計測ユニットをパソコンのＵＳＢポートに接続します。

② パソコンの電源を入れ、ログオンします。

③ ハードウェアの検索画面があらわれますので、「ＤＡＣＳ－２５００ Ｖ１．０」が

表示されているのを確認します。

全チャンネル絶縁仕様では「１５ＢＸ－Ｍ」となっています。

画面の指示に従って、「次へ」をクリックします。

④ 「◎使用中のデバイスに最適なドライバを検索する」を指定し、

「次へ」をクリックします。

⑤ 「◎検索場所を指定」にチェックマークを入れ、それ以外のチェックマークをはずし
ます。

＊＊＊＊ 重要 ＊＊＊＊

特に、リムーバブルドライブ（ＣＤ－ＲＯＭなど）のチェックマークは、

必ずはずしてください。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ＣＤ－ＲＯＭドライブに、製品添付のＣＤ－ＲＯＭをセットし、

「製造元のファイルのコピー元」に、すべて半角文字で

D:¥15BX¥FTdirect と入力します

ＣＤ－ＲＯＭドライブがＤドライブとなっていない場合は、

該当するドライブ文字を指定してください。

「次へ」をクリックし、画面指示に従って進めてください。

途中で、ftd2xx.cat がみつかりませんという表示がでることがありますが、
この場合はスキップをクリックしてください。

⑥ 「インストールされました」と表示がでますので、「完了」をクリックします。
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２．２ 計測ソフトのインストール

１５ＢＸＷおよび１５ＢＸＰ共用 実行プログラムファイル名 Ｄ１５１ＡＤＨ．ＥＸＥ

１５ＢＸＰ専用 実行プログラムファイル名 Ｄ１５１ＡＤＥ．ＥＸＥ

任意の名前のフォルダを作成し、そのフォルダの中に、製品添付ＣＤ－ＲＯＭの１５ＢＸフ

ォルダにある実行プログラムファイルをコピーしてください。

たとえば Ｃドライブのフォルダ Program Files のなかに、D15BX という名前のフ

ォルダを作成し、このフォルダの中に、計測プログラムの実行ファイル

Ｄ１５１ＡＤＨ．ＥＸＥ

または、 Ｄ１５１ＡＤＥ．ＥＸＥ をコピーします。

作成したこのフォルダは、３．４項にて説明する、設定ファイルと計測データファイルの書
込フォルダにもなりますので、ご利用される方が、わかりやすい名前のフォルダにしてくだ

さい。

ＣＤ－ＲＯＭ Ｃドライブ

フォルダ 実行ファイル Program Filesの

１５ＢＸ 中に、たとえば

D151ADＨ.EXE フォルダD15BX

を作成し、コピー

１５ＢＸＰ専用の場合は

Ｄ１５１ＡＤＥ．ＥＸＥ

図２．２ 計測プログラム実行ファイルのコピー

２．３ 接続

添付のＵＳＢケーブルにて、パソコンのＵＳＢポートと計測ユニット本体を接続します。使

用するケーブルは、パソコン側がＡタイプコネクタ（平たい方）、計測ユニット側がＢタイ

プコネクタとなっています。ケーブルの最大長は５ｍです。

ＵＳＢケーブルにてパソコンと接続して、パソコンから計測ユニットに正常に電源が供給さ

れると、ユニット前面（ＢＮＣコネクタ面）にある緑色のＬＥＤランプが、２Hz程度のゆる
やかな周期で点滅します。その後、Windowsを起動して、計測ユニットがＵＳＢ機器として

正常に認識されると、連続点灯にかわります。

Windowsを起動している状態で計測ユニットを接続すると、２～３秒にて連続点灯になりま

す。デバイスドライバをインストールしていない場合は、ゆるやかな点滅のままにて変化し

ません。

（参考）このランプは、計測実行中には８Ｈｚ程度の周期で高速に点滅をします。

複数台の計測ユニットを接続する場合で、パソコン側のＵＳＢインターフェイスポートが不

足するときは、汎用ＵＳＢハブを使用して接続可能ポート数を増やしてください。
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ユニットの電源は、パソコンからＵＳＢケーブ

ルを通して供給されますので、ユニット用に特
別な電源を用意する必要はありませんが、汎用

ＵＳＢハブを使用して、このハブに２台以上の

ユニットを接続する場合は、パソコンから供給

する電源容量が不足しますので、ＵＳＢハブに

外部電源を接続して別電源を供給してください。

ＵＳＢハブによっては、接続する機器の条件に

かかわらず、必ず外部電源を必要とするものも

あります。（使用するＵＳＢハブの説明書を参

照してください。）

（ご注意）複数台の計測ユニットを接続する場合、使用するパソコンのハードウェア構成に

よっては、ハードウェアリソース不足により、正常に動作しないことがあります。

２．４ 計測ユニットのＩＤ番号セット

１台の計測ユニットをパソコンに接続して使用するときは、ＩＤ設定は出荷時のままの０と

して使用します。２台以上の計測ユニットをパソコンに接続するときは、下記の要領にて計

測ユニットのＩＤ番号を設定してください。

付属ソフトを使用するとき、設定可能なＩＤ番号は０から３の範囲となります。

回転式ディップスイッチの設定

ケース前面のアクリル板をはずし、

回転式ディップスイッチ Ｓ１ にて
ＩＤ番号を設定します。

右図は、ＩＤ＝０ の例です。

図２．１ 回転式ディップスイッチの設定

２．５ 計測プログラムの起動

「Ｄ１５１ＡＤＨ．ＥＸＥ」または「Ｄ１５１ＡＤＥ．ＥＸＥ」をマウスにてダブルクリッ
クして、プログラムを起動します。

プログラム起動直後には、プログラムが接続している計測ユニットの検索処理を実行します。

計測ユニットを接続していない場合は、１０～２０秒間、計測ユニットがみつかるまで検索

を続けます。計測ユニットを接続していない場合は、プログラム起動後、シフトキーを押す
と、検索動作をキャンセルすることができます。
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２．６ デバイスドライバおよび計測ソフトの削除

（１）１５ＢＸＰ、１５ＢＸＷ を、パソコンからはずしてください。

（２）Ｗｉｎｄｏｗｓのコントロールパネルにある「プログラムの追加と削除」を開きます。

Ｗｉｎｄｏｗｓ ２０００， Ｗｉｎｄｏｗｓ ９８ＳＥ の場合は、

「アプリケーションの追加と削除」を開きます。

（３）ＦＴＤＩ ＵＳＢ Ｓｅｒｉａｌ Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ Ｄｒｉｖｅｒｓ
または（旧バージョンのダイレクトドライバの場合）
ＦＴＤＩ ＦＴＤ２ＸＸ ＵＳＢ Ｄｒｉｖｅｒｓ の削除を指定します。

（４）削除の画面にて Ｃｏｎｔｉｎｕｅ をクリックします。

Ｆｉｎｉｓｈ をクリックします。

（５）計測ソフトの削除

Ｄ１５１ＡＤＨ．ＥＸＥ または Ｄ１５１ＡＤＥ，ＥＸＥ を、インストール時に

コピーしたフォルダから削除します。

また、レコーダソフトを動作させると、このフォルダ内に、計測データ保存フォルダ

（ＲＣ１～ＲＣ５）を自動生成していますので、不要の場合はこのフォルダも削除し

ます。
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３．操作方法

３．１ キーおよびマウス操作

操作は、キー入力とマウス操作にて行います。

キー入力文字は、大文字／小文字のいずれも受付けます。

計測ソフトのウィンドウ上では、マウスカーソルは、波形の電圧と時間を読み取るために、

十字形状となっています。さらに、計測停止中に、波形表示画面内にマウスポインタをもっ

てゆくと、波形表示画面内全体に、クロスヘアーカーソルを表示し、波形の電圧／時間を容

易に読取ることができるようになっています。

図３．１ １５ＢＸＷ 計測ソフト【モニタ画面】全体図

（注１）上図は高分解能版、チャンネル間非絶縁タイプの例です。

12bit版の場合は、４行目の各チャンネル電圧表示の桁数が１桁少なくなります。

全チャンネル相互絶縁タイプでは、１行目のアンプゲイン表示形式が異なります。

（注２）Ｗｉｎｄｏｗタイトル文字表示に、ソフトウェア起動時に自動識別した計測ユニ

ットの種類を、下記のように表示します。

（１６ｂｉｔ） ： 高分解能版

（１２ｂｉｔ） ： 12bit版

＊１２ｂｉｔ＊ ： バージョン３の計測ユニット
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図３．２ １５ＢＸＷ 高分解能版 計測ソフト【XY表示画面】全体図

（注１）上図は高分解能版、チャンネル間非絶縁タイプの例です。

12bit版の場合は、４行目の各チャンネル電圧表示の桁数が１桁少なくなります。

全チャンネル相互絶縁タイプでは、１行目のアンプゲイン表示形式が異なります。

（注２）Ｗｉｎｄｏｗタイトル文字表示に、ソフトウェア起動時に自動識別した計測ユニ

ットの種類を、下記のように表示します。

（１６ｂｉｔ） ： 高分解能版
（１２ｂｉｔ） ： 12bit版

＊１２ｂｉｔ＊ ： バージョン３の計測ユニット
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図３．３ １５ＢＸＰ ２ｃｈ高分解能版 計測ソフト【モニタ画面】全体図

（注１）上図は高分解能版、チャンネル間非絶縁タイプの例です。

12bit版の場合は、４行目の各チャンネル電圧表示の桁数が１桁少なくなります。

チャンネル間絶縁タイプでは、１行目のアンプゲイン表示形式が異なります。

（注２）Ｗｉｎｄｏｗタイトル文字表示に、ソフトウェア起動時に自動識別した計測ユニ

ットの種類を、下記のように表示します。

（１６ｂｉｔ） ： 高分解能版
（１２ｂｉｔ） ： 12bit版

＊１２ｂｉｔ＊ ： バージョン３の計測ユニット



- 19 -

図３．４ １５ＢＸＰ ２ｃｈ高分解能版 計測ソフト【XY表示画面】全体図

（注１）上図は高分解能版、チャンネル間非絶縁タイプの例です。

12bit版の場合は、４行目の各チャンネル電圧表示の桁数が１桁少なくなります。

チャンネル間絶縁タイプでは、１行目のアンプゲイン表示形式が異なります。

（注２）Ｗｉｎｄｏｗタイトル文字表示に、ソフトウェア起動時に自動識別した計測ユニ

ットの種類を、下記のように表示します。

（１６ｂｉｔ） ： 高分解能版
（１２ｂｉｔ） ： 12bit版

＊１２ｂｉｔ＊ ： バージョン３の計測ユニット



- 20 -

（１）計測の開始と停止

Ｇキーを押すか、または、画面上の「停止中」をマウス左クリックすると、計測を開始

します。この方法にて開始した場合、計測データをパソコンのメモリ上に格納しますの
で、計測データを保存するためには、３．４項に説明するファイル保存操作が必要です。

一方、「記録１～５」をクリックして「計測１～５」を指定すると、計測データをファ

イルに書込みながら並行して計測を実行します。

操作の詳細は、３．４項の「印刷と記録および設定の保存／読込」をご覧ください。

Ｓキーを押すか、または、画面上の「計測中」をマウス左クリックすると、計測を停止

します。

計測中は、ユニット前面にある緑色のＬＥＤランプが、８Hz程度の周期で高速点滅

します。（計測間隔が２秒以上の場合は、計測間隔の半分の周期にて点滅します。）

②計測間隔 ③アンプゲイン

①計測中
停止中の表示

④波形表示右端位置（モニタ画面枠の チャンネル

右上にある↓マーク位置）での 相互絶縁

サンプリングカウント値 タイプでは

ゲイン表示

⑤計測終了時のサンプリング数 形式が異な

ります。
⑥最大サンプリング数

上図の「最大サンプリング数」の部分 Ｍａｘ を、マウス左クリックすると、

画面２行目の左端に 最大データ数 ＝ と表示がでますので、数字キー、ＢＳキー

を使用して、最大サンプリング数を入力します。数値入力後、エンターキーを押して、

最大データ数を確定します。ＥＳＣキーを押すと入力をキャンセルできます。

最大値は ５２４２８８ です。

計測開始後、最大サンプリング数にて設定したサンプリングが終了すると、計測は自動

的に終了します。

（注）サンプリング間隔が１００ｍｓ以下では、最大サンプリング数を、多少、超えた
ところで自動停止することがあります。

Ｓキーまたはマウスにて「停止操作」をすると、設定した最大サンプリンク数になる前

に計測を停止させることができます。

最大サンプリング数に０を設定すると、計測は自動停止することなく、停止操作をする

まで、エンドレスに続きます。計測ソフトを起動した直後は、この設定になっています。

最大値の ５２４２８８ を超えると、カウンタは０より再びカウントを始めます。最大

値を超えた状態で計測を停止すると、停止時点のデータを最後として、そこから

５２４２８８個 前までのデータを記録しています。

最大サンプリング数に１を設定すると、サンプリング数のカウンタを手動にて更新する

ことができます。 ＥＮＴＥＲキーを押すと＋１、ＢＳ（バックスペース）キーを押す

と－１となります。
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（２）計測間隔設定（サンプリング間隔設定）

計測間隔の数値上で、数値中央より左側にてマウス左クリックすると、計測間隔が増加

します。数値中央より右側にてマウス左クリックすると、計測間隔が減少します。
変更数値は次の例のように変化します。

例 －－ ０．５ms １ ２ ５ １０ms －－

これ以外の詳細な計測間隔を設定するには、次のようにキー入力します。

Ｔキーを押すか、画面上の「計測間隔」をマウス左クリックすると、

画面２行目の左端に 計測間隔＝ と表示がでますので、

数字キー、小数点キー、ＢＳキーを使用して、計測間隔を入力します。

数値入力後、エンターキーを押して、計測間隔を確定します。

ＥＳＣキーを押すと入力をキャンセルできます。

設定単位は ｍｓ （小数点 ０．０１ｍｓ まで有効）

設定範囲は １５ＢＸＷ用 ０．１ｍｓ～１５０００ｍｓ
１５ＢＸＰ専用 ０．２ｍｓ～１５０００ｍｓ

１５ＢＸＷ用で ０．１～０．３９ｍｓの範囲は、ｃｈ１とｃｈ３の２ｃｈ動作

計測中にサンプリング間隔を変更すると、いったん計測を停止し、約０．５sec後に

計測を自動的に再開します。

（３）アンプゲイン設定

アンプゲインの数値上で、マウスを左クリックすると、アンプゲインが次のように変化

します。

１ １０ １００

キー入力による方法

全チャンネル絶縁タイプでは

次の各キーを押すと対応するチャンネルのゲインが変化します。

ａ(小文字)ｃｈ１ Ａ(大文字)ｃｈ２ ｂ(小文字)ｃｈ３ Ｂ(大文字)ｃｈ４

非絶縁タイプでは

Ａキーを押すか、画面上の「ゲイン」をマウス左クリックすると、

画面２行目の左端に アンプゲイン＝ と表示がでますので、

数字キーとＢＳキーを使用して、アンプゲインを入力します。

数値入力後、エンターキーを押して、アンプゲインを確定します。

ＥＳＣキーを押すと入力をキャンセルできます。

設定値は １ １０ １００ のうちのいずれかです。

これ以外の数値を指定すると、近い値に自動的に修正して設定します。
１５ＢＸＷでは、

Ａキーを押すか、画面上の「Ａｘ」をマウス左クリックすると、

Ａグループ（ｃｈ１とｃｈ２）のアンプゲインを設定することができます。

Ｂキーを押すか、画面上の「Ｂｘ」をマウス左クリックすると、

Ｂグループ（ｃｈ３とｃｈ４）のアンプゲインを設定することができます。

計測中にアンプゲインを変更すると、いったん計測を停止し、約０．５sec後に計測を

自動的に再開します。

アンプゲイン１ 入力電圧範囲 ＤＣ －１０Ｖ～＋１０Ｖ

アンプゲイン１０ 入力電圧範囲 ＤＣ －１Ｖ～＋１Ｖ

アンプゲイン１００ 入力電圧範囲 ＤＣ －０．１Ｖ～＋０．１Ｖ
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（４）トリガ電圧設定

波形表示グラフ上の任意の位置にマウスポインタを移動させ、マウスを左クリックする
と、その位置の電圧値をトリガ電圧として設定します。

（注意）画面左側の縦軸目盛軸線上ではクリックしないようにしてください。
ここでクリックすると、波形表示位置変更機能が動作します。

画面２行目の「Ｙ軸表示欄」にマウスポインタ位置の電圧値を表示しています。

クリックしたトリガ電圧値は、画面１行目の Ｔｒｉｇ． 欄に表示します。

（注）設定したトリガ電圧は、グラフ上のピクセル単位で記憶していますので、アンプ

ゲインまたは各チャンネルの表示倍率を変更すると、そのレンジにあわせて、電

圧値が変わります。

①トリガ電圧 ②トリガスロープ ③トリガ対象チャンネル

④フィルタ設定

（５）トリガスロープ設定（トリガ方向設定）

＋キー または －キーを押すか、画面上の Ｓｌｏｐｅ をマウス左クリックすると、

トリガスロープを ＋ または － に変更することができます。

トリガスロープ＋では、入力電圧が＋方向に変化して、設定電圧値をクロスしたとこ

ろでトリガがかかります。

トリガスロープ－では、入力電圧が－方向に変化して、設定電圧値をクロスしたとこ

ろでトリガがかかります。

（６）トリガチャンネル設定

Ｃキーを押すか、画面１行目にある ＣＨ をマウス左クリックすると、

トリガ対象チャンネルを変更することができます。

キーを押すか、マウス左クリックごとに、ＣＨ番号が ＋１ となります。
ＣＨ ０ では、トリガが無効となり、フリーラン状態となります。

ＣＨ １，ＣＨ２，ＣＨ３，ＣＨ４ では、指定したチャンネルの電圧値とトリガスロー

プが一致したところで、トリガがかかります。

１５ＢＸＰ専用では、外部トリガモード ＣＨ ＥＸ があり、ディジタル入力ｂｉｔ０

がトリガ入力となります。外部トリガモードでは、トリガ電圧設定は無効となります。

１５ＢＸＰ専用では、 ＣＨ０－＞ＣＨ１－＞ＣＨ２－＞ＥＸ と変化します。
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（７）フィルタ設定

Ｆキーを押すか、画面１行目にある Ｆｉｌｔｅｒ をマウス左クリックすると、
フィルタの設定を変更することができます。

キーを押すか、マウス左クリックごとに、Ｆｉｌｔｅｒ番号が、下記の順序にてかわり

ます。

Ｆｉｌｔｅｒ ＯＦＦ では、ＡＤ変換した結果を、そのままグラフ表示します。

Ｆｉｌｔｅｒ １～１０ では、次のような一次ローパスフィルタが機能します。

Ｆｉｌｔｅｒ １ 時定数 （計測間隔）×１．５ の一次ローパスフィルタ

Ｆｉｌｔｅｒ ２ 時定数 （計測間隔）×３ の一次ローパスフィルタ

Ｆｉｌｔｅｒ ５ 時定数 （計測間隔）×７．５ の一次ローパスフィルタ

Ｆｉｌｔｅｒ１０ 時定数 （計測間隔）×１５ の一次ローパスフィルタ

（注）このフィルタは、パルス状のノイズに対しては有効ですが、ＡＤ変換データのデ

ィジタル処理にて行っているため、ノイズ成分として、計測間隔に近い周波数か

ら、それよりも高い周波数領域で、計測間隔とほぼ同期した繰り返し信号の入力
があると、このフィルタ機能では信号を減衰させることができません。

この対策方法は、応用説明書の「高域周波数ノイズ除去機能」をご覧ください。

（８）グラフ表示デバイスＩＤ選択

Ｄキーを押すか、グラフ表示の左端／上方にある ＩＤ をマウス左クリックすると、

グラフ表示の対象となる計測ユニットを変更することができます。プログラム起動直後

は、接続している計測ユニットのうち、ＩＤのもっとも若い番号になっています。

①縦軸電圧目盛

表示ｃｈ選択 ⑥縦軸電圧目盛

表示ｃｈ選択
②表示対象

デバイスＩＤ

③グラフ縦軸

表示倍率

④入力モード切換

（DC/AC/GND）

⑤DCオフセット

バランス選択

画面左側の表示 画面右側の表示
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（９）グラフ縦軸目盛表示チャンネル選択

グラフ縦軸目盛表示は画面の左側と右側の両方にあります。左右にある表示は、それぞ
れ別々のチャンネルの目盛表示とすることができます。

電圧目盛表示の最上段の数値、または電圧目盛表示チャンネルのｃｈ文字を、マウス左

クリックすると、表示対象チャンネルを切換えることができます。

すなわち、左画面の例では＋１０Ｖまたはその下にあるｃｈ１の部分、右画面の例では

＋１．５０または画面最下段にあるｃｈ３の部分をマウス左クリックすると、表示対象

チャンネルを切換えることができます。

画面右側の表示は、ユーザ設定単位とすることができます。たとえば 重量 ｋｇ
温度 ℃ などと表示することが可能です。設定方法の詳細は「応用説明書」をご覧くだ
さい。

（１０）計測アンプを接続している場合の縦軸目盛表示

画面右側の縦軸目盛表示で、キーボードのコントロールキー（Ｃｔｒｌ）を押したまま、

上記（９）項の操作をすると、目盛表示が１００倍スケールとなり、計測アンプ（１５

ＢＸＡＭＰ）のセンサ信号入力部分の電圧と一致した表示となります。

もう一度同じ操作をすると、もとの表示に戻ります。

計測アンプ入力側表示のときは、ｃｈ１～ｃｈ４の文字がＤＡ１～ＤＡ４となります。

画面左側の縦軸目盛表示については、この操作は無効です。計測ユニット入力電圧のみ

の表示となります。

（１１）グラフ縦軸表示倍率

Ｋ（大文字）キーを押すか、画面上 ｃｈ１ × の左半分領域をマウス左クリックする

と、チャンネル１の縦軸表示倍率が大きくなります。
ｋ（小文字）キーを押すか、画面上 ｃｈ１ × の右半分領域をマウス左クリックする

と、チャンネル１の縦軸表示倍率が小さくなります。

同様に、Ｌ（大文字）およびｌ（小文字）キーがｃｈ２、

Ｍ（大文字）およびｍ（小文字）キーがｃｈ３、

Ｎ（大文字）およびｎ（小文字）キーがｃｈ４ に対応しています、

表示倍率は １， ２， ５，１０ ，（２０，５０，１００）の順番にて切換ります。

２０以上の拡大倍率は、高分解能版のみ有効となります。12bit版では指定できません。

画面上に表示している倍率は、

（グループまたはチャンネルのアンプゲイン）×（表示倍率） となっています。

表示倍率 １ では、アンプゲインにて決まる入力電圧範囲の、ＦＵＬＬレンジを表示し
ます。表示倍率 １００ では、入力電圧範囲の１／１００を画面全体に拡大した表示と

なります。波形表示位置変更機能またはＤＣオフセットキャンセル機能と組み合わせる

ことにより、ＤＣオフセットのある信号の変化部分のみを、拡大して表示することがで

きます。

（注）サンプリング間隔が２ｍｓ未満のときは、高分解能版でも、拡大率は１０までが

有効です。拡大率２０以上を指定すると「拡大率過大」と表示します。

（参考）グラフ表示上の縦軸ＦＵＬＬスケールピクセル数は４００です。

ＡＤ変換分解能は高分解能版の場合、最大６５５００ですので、１００倍の拡大

表示にて、ほぼＡＤ変換の最小単位での表示となります。
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（１２）入力モード（DC/AC/GND）の切換

Ｏ（オー）キーを押すか、画面上の ｃｈ１ ＤＣ をマウス左クリックすると、
表示が ｃｈ１ ＡＣ となり、チャンネル１のＤＣキャンセル機能が動作します。

もう一度クリックすると、▼ の表示になり、ｃｈ１の波形表示が強制的に０Ｖ表示と

なります。▼とした場合は、０Ｖ基準線とかさなって波形表示がなくなります。

▼とした場合で、表示原点を変更している場合は、変更した原点位置にチャンネルの

０Ｖラインを描画します。

もう一度クリックすると、ＤＣ に戻ります。

Ｐキーを押すか、画面上の ｃｈ２ ＤＣ をマウス左クリックすると、ｃｈ２ を変更す

ることができます。さらに Ｑキーが ｃｈ３ に、Ｒキーが ｃｈ４ に対応しています。

ＤＣキャンセル機能を有効とすると、計測スタート時（またはファイルからデータ読込

開始時）に、一時的にカットオフ周波数の高い、ハイパスフィルタをかけた状態として、

ＤＣ成分を除く処理をします。このため、計測開始直後には、波形が歪んだ状態となり
ますが、１００～２００サンプリング後は、極めてカットオフ周波数の低いハイパスフ

ィルタに戻しますので、その後は、歪みの少ない波形表示となります。

また、計測途中にＤＣオフセットが大きく変化した場合は、一度、設定を ＤＣ に戻し

て、再度、ＡＣ とすると、短時間でＤＣ成分をキャンセルすることができます。

（１３）オフセットバランス機能

計測アンプ １５ＢＸＡＭＰ を接続して微小電圧計測を行う場合に、このオフセットバ

ランス機能にて、センサおよびアンプのオフセット電圧をキャンセルして計測すること

ができます。

各チャンネルの入力モード（ＤＣ／ＡＣ）切換の右側に ・ マークの表示があります。

この部分をマウスにて左クリックすると、ＢＡＬ という表示に変わり、オフセットバ
ランス機能が有効になります。 同じ位置を再びマウスにて左クリックすると、オフセ

ットバランス機能は無効になります。

オフセットバランス機能にてオフセット電圧をキャンセルする方法

（１）該当するチャンネルのオフセットバランス機能を有効にして、計測を開始します。

（２）入力モード（ＤＣ／ＡＣ）切換にて、そのチャンネルの入力モードを ＡＣ にし

ます。レコーダソフトは、この間にオフセット電圧の計測を行います。

（ＤＣ の部分をマウスにて左クリックすると ＡＣ になります。）

（３）入力モード（ＤＣ／ＡＣ）切換にて、入力モードを ＤＣ にすると、（２）にて
計測したオフセット電圧分をキャンセルして、データ計測を行います。

（ＡＣの部分をマウスにて左クリックすると、▼に続いて、ＤＣになります。）

計測を停止して、再び計測を開始した場合も、オフセット電圧値は有効になって

います。

また、オフセットバランス機能を無効に戻した場合は、オフセット電圧値は０Ｖ

として計測を実行しますが、再度、オフセットバランス機能を有効にした場合は、

以前に計測したオフセット電圧値を有効としてオフセットバランス機能が動作し

ます。

オフセット電圧値を変更する場合は、再度（１）（２）の操作を行います。



- 26 -

（注１）オフセットバランス機能を有効にしてデータ計測を実行した場合、

計測データのファイル保存では、オフセット電圧をキャンセルしたデータを
保存します。

（注２）保存したデータの読込みを行った場合は、オフセットバランス機能を有効に

していても、オフセット電圧のキャンセルは実行しません。

（注３）レコーダソフトの起動直後、および保存したデータの読込みを行った場合は、

ＢＡＬ の表示が灰色になっていて、オフセットバランス機能が働いていない

ことを示します。その後、一度でも計測を実行すると、 ＢＡＬ は各チャンネ

ルの表示色となり、オフセットバランス機能が働いていることを表示します。

（１４）時間軸縮小表示

モニタ波形表示画面にて、計測中および計測停止後に、横軸（時間軸）の縮小表示がで

きます。また、保存したデータの読込を行った場合は、読込後に同様の操作ができます。

（注１）計測中の縮小表示は、計測間隔２ｍｓ以上の場合に可能と

なります。また、計測途中に変更すると、新たに表示する

波形が、指定の縮小表示となります。

（注２）計測停止のとき、またはデータ読込後で、データ数が

６００以下（１画面表示に満たない）ときには、縮小表示

はできません。

縮小表示率変化範囲

1 → 2 → 5 → 10 → 20 → 50 →100 →

→ 200 →500 →1000

画面左下隅にある

横軸スケール表示 ***/dev の右半分領域を
マウスにて左クリックするか、ｘ(小文字)キーを押すと、

縮小表示率が小さくなります。

横軸スケール表示 ***/dev の左半分領域を

マウスにて左クリックするか、Ｘ(大文字)キーを押すと、

縮小表示率が大きくなります。

計測データ数が最大データ数となっているときで、縮小率（最大）１０００ とすると、

計測データの全体を１画面に表示することができます。

縮小表示となっているときにも画面のスクロール操作が可能です。

データ検索操作は「縮小率１」の場合のみ実行可能です。

（１５）グラフ上の電圧および時間の読取り

モニタ波形表示枠内にマウスを移動すると、そのマウス位置の電圧値（Ｙ位置）と、

時間（Ｘ位置）を、画面上２行目に表示します。

Ｙ位置表示は、ｃｈ１ ｃｈ２ ｃｈ３ ｃｈ４ を個別に表示しています。

表示モードは、マウスＹ位置の電圧を表示する（１）標準モードと、マウスＹ位置に

関係なく、マウスＸ位置の各チャンネル計測電圧値を表示する（２）自動モードがあり

ます。

マウスの右クリックにて、表示原点を変更することができます。グラフ表示範囲外にて

マウスを右クリックすると、表示原点をグラフ原点に戻すことができます。

表示原点を変更すると、Ｘ軸表示とＹ表示（標準モードのみ）は、原点に指定した位置

を０Ｖとして表示します。
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標準モードの表示

②マウス位置の

①マウス位置の時間 ＣＨ１の電圧 ③ＣＨ２ ④ＣＨ３ ⑤ＣＨ４

⑥マウスカーソル位置（クロスヘアカーソルの交差点）

右側の縦軸目盛表示を操作して、計測アンプ入力電圧表示に変更しているときは、

マウスＹ位置表示は１００倍スケール表示となります。また、ユーザ単位を設定してい

るときは、ユーザ設定単位の表示（たとえばｋｇなどの表示）となります。

ユーザ単位の設定方法詳細は「応用説明書」をご覧ください。

自動モードの表示

Ｙ文字をクリックするとＭ文字にかわり自動モード

Ｍ文字をクリックするとＹ文字にかわり標準モード

マウスＸ位置のＣＨ１計測電圧 ＣＨ２ ＣＨ３ ＣＨ４
マウスカーソルは縦方向ラインのみとなります。
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（１６）波形表示位置の変更

波形表示位置（縦軸の電圧表示位置）を各チャンネルごとに変更することができます。
変更はモニタ画面にて操作します。モニタ画面にて変更した内容は、ＸＹ表示画面の横

軸（Ｘ軸）にも反映します。

表示位置を標準位置から変更した場合、

１５ＢＸＷ

画面右上方に、各チャンネルの表示原点シフト量（倍率）を表示します。

１５ＢＸＰ専用

画面左下方に、各チャンネルの表示原点シフト量（倍率）を表示します。

表示位置変更方法１（キー入力による操作）

（操作１）Ｙキーを押します。

↓ 画面２行目の左端に 「表示原点ｼﾌﾄch＝」 と表示がでます。

（操作２）変更するチャンネル番号（１～４）を入力します。

↓

↓ 例 第１チャンネルの場合 １ と入力します。

↓

（操作３）「chx表示原点 =」 と表示がでます。

入力電圧０Ｖ相当のときに表示する位置を、画面全体の割合（倍率）にて

入力します。

基準0V位置から、上方向（＋電圧方向）に

ＦＵＬＬスケール移動する場合 １
基準0V位置から、下方向（－電圧方向）に

ＦＵＬＬスケール移動する場合 －１
指定単位 ０．１

指定範囲 －１００～１００ （＋方向のとき＋記号入力は不要）

例 基準0V位置から、下方向（－電圧方向）に、３０％／ＦＵＬＬスケ

ール移動する場合 －０．３ と入力します。
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表示位置変更方法２（マウスによる操作）

モニタ表示画面にて、画面左側の縦軸目盛軸線上にマウスをあてて、マウスを左クリッ

クすると、クリックした位置に１０％単位にて、波形表示原点位置を変更することがで

きます。また、縦軸目盛線の延長上をクリックすると １０％単位にて原点位置を移動

することができます。マウス左ボタンを押し続けると、連続して移動します。

（注）ＸＹ表示画面の場合、マウスによる操作はできません。モニタ表示画面にて操作

をするか、キー入力による操作にて指定してください。

枠線上またはそれより上方にて左クリックすると

＋１０％単位で移動。押し続けると連続して移動。

変更対象となるのは、縦軸スケール表示をしている

チャンネルです。

縦軸スケール表示チャンネルは、縦軸スケール数値

表示の最上段の数値部分を、左クリックすると変更

できます。たとえば －１０～＋１０Ｖの場合、

＋１０Ｖの表示部分をクリック。

縦軸目盛軸線上にマウスをあてて、

マウスを左クリックすると、クリックした位置に

１０％単位にて、波形表示原点位置を変更することが
できます。

注意 波形表示位置変更をおこなうと、表示倍率の設

定によっては、実際に計測可能な電圧範囲をこ

えた電圧値が縦軸目盛に表示されます。

縦軸目盛にこのような電圧値表示があっても、

電圧レンジをこえた波形を表示することはでき

ません。

枠線上またはそれより下方にて左クリックすると
－１０％単位で移動。押し続けると連続して移動。

画面右側の縦軸目盛表示線上でも

同様の操作ができます。
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（１７）モニタ画面スクロールと検索操作

計測結果またはファイルから読込んだデータのモニタ表示画面を、左右にスクロールして、

任意の時刻のモニタ波形をみることができます。また、トリガ条件を指定して条件の一致し
た波形部分を検索することもできます。検索条件の設定方法は、３．３項「計測開始と停止

トリガ条件および検索条件の設定」に記述しています。

スクロール操作は、計測を停止しているときにのみ可能です。計測中のスクロール操作はで

きません。また、検索操作は横軸（時間軸）の縮小率を１にして実行してください。

操作キー 機能

↑（上矢印） 計測最終位置へジャンプします。

↓（下矢印） 計測開始位置へジャンプします。

→（右矢印） 画面を左スクロールしながら、新しい時刻位置へ移動します。

シフトキーを押しながら右矢印キー押し続けると、高速移動し
ます。

検索条件を指定して、コントロール（Ｃｔｒｌ）キーを押しな

がら右矢印キーを押し続けると、条件が一致するまで、高速に

移動し、一致したデータがみつかると、その位置に黄色のトリ

ガ条件一致マークをつけて停止します。次の検索を続けるため

には、いったんキーを離して、再度、押し続けます。

←（左矢印） 画面を右スクロールしながら、古い時刻位置へ移動します。

高速移動操作と検索操作は上記と同じ。

（１８）計測中のスケール線表示消去

＄キーを押すと、計測中のスケール線表示をしなくなります。
もう一度、＄キーを押すともとにもどります。

（１９）キーロック機能

長時間の計測などのとき、不用意にキーまたはマウスに触れることによるトラブルを回避す

るため、キーロックをかけることができます。

「ツール」をクリックすると、「キーロック」を表示します。「キーロック」をクリックす

るとキーロック状態となり、キーボードおよびマウスの操作ができなくなります。キーロッ

ク中は画面に赤文字にて［キーロック］と表示します。

再度キーロックをクリックすると、再び操作可能な状態になります。

（注意）キーロックとしても、Ｗｉｎｄｏｗｓ関連のキー操作は可能です
ので、Ｗｉｎｄｏｗｓの終了操作などをすると、キーロック中で
も本プログラムが停止します。



- 31 -

（２０）コンパレータの設定 （１５ＢＸＰのみ有効）

画面右上にコンパレータ８個の設定内容を表示しています。
薄い灰色表示の数字０～７は、コンパレータ結果を出力するディジタル出力対応ｂｉｔ

です。この数字の右側にある表示が、各コンパレータの設定内容になります。

（注意）コンパレータ動作のサイクルタイムは、約５０msです。計測間隔が５０ms以下
でも、コンパレータ動作は有効ですが、入力信号の５０ms以下の短い時間変化
には反応しないことがあります。

ＩＤ 対象デバイスのＩＤ番号 ０， １，２，３

ｃｈ 対象入力チャンネル ０， １， ２ （０はコンパレータ機能無効の指定）

+/- 比較方向 △ 設定電圧よりも入力電圧が高い場合に作動

▽ 設定電圧よりも入力電圧が低い場合に作動

▲ 設定電圧よりも入力電圧が高い場合に作動し、

その後は入力電圧にかかわらず保持。
▼ 設定電圧よりも入力電圧が低い場合に作動し、

その後は入力電圧にかかわらず保持。

（注１）保持したｂｉｔは、次の計測開始時点でリセットとなります。

（注２）コンパレータがＯＮ（入力信号の条件が一致）のときは、赤色表示となります。

（注３）以上の項目は、該当する数字または記号にマウスポインタをあてて、左クリック

にて設定します。クリックごとに、上記の数字または記号の範囲を繰り返します。

volt コンパレータ電圧

該当するｂｉｔの、電圧表示位置にマウスを移動させ、ここで左クリックすると、

電圧表示が ＊＊＊＊ に変化します。

この状態で、マウスを波形表示画面上に移動させ、任意の位置で左クリックすると、
その位置の電圧値がコンパレータ電圧になります。電圧値を指定すると、電圧表示は、

＊＊＊＊ から、指定電圧に変わります。＊＊＊＊ と表示をしていないときに、波形

表示画面で左クリックすると、トリガ電圧が変更になりますので、注意してください。

①ディジタル出力 ②デバイスＩＤ選択

対応bit番号

③入力チャンネル選択 ④比較方向選択 ⑤コンパレータ電圧指定

コンパレータがＯＮの

ときは、赤色表示
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表 ３．１ キー操作対応表

キー マウス 説 明

Ｇ ○ 計測開始

Ｓ ○ 計測停止

○ 最大データ数設定

ａ Ａ ○ アンプゲイン設定 Ａグループ（ＣＨ１，ＣＨ２）

全チャンネル相互絶縁仕様のとき a (ch1) A (ch2)

ｂ Ｂ ○ アンプゲイン設定 Ｂグループ（ＣＨ３，ＣＨ４）

全チャンネル相互絶縁仕様のとき b (ch3) B (ch4)

Ｔ ○ 計測間隔（サンプリング間隔）設定

Ｃ ○ トリガチャンネル変更

＋ ○ トリガ方向を＋に変更

－ ○ トリガ方向を－変更
○ トリガ電圧設定

Ｆ ○ フィルタ変更

Ｄ ○ グラフ表示デバイス変更

Ｋ ｋ ○ グラフ縦軸表示倍率（ｃｈ１）変更

Ｌ ｌ ○ グラフ縦軸表示倍率（ｃｈ２）変更 大文字 増加

Ｍ ｍ ○ グラフ縦軸表示倍率（ｃｈ３）変更 小文字 減少

Ｎ ｎ ○ グラフ縦軸表示倍率（ｃｈ４）変更

Ｙ ○ 波形表示位置変更

Ｘ ｘ ○ 横軸（時間軸）縮小率 （大文字 増加 小文字 減少）

Ｏ ○ 入力モード（ＤＣキャンセル）ｃｈ１変更

Ｐ ○ 入力モード（ＤＣキャンセル）ｃｈ２変更

Ｑ ○ 入力モード（ＤＣキャンセル）ｃｈ３変更
Ｒ ○ 入力モード（ＤＣキャンセル）ｃｈ４変更

○ オフセットバランス機能選択

○ コンパレータ設定 対象デバイスのＩＤ番号

○ コンパレータ設定 対象入力チャンネル

○ コンパレータ設定 比較方向

○ コンパレータ設定 コンパレータ電圧

Ｉ × 高速データ積算機能解除/設定

Ｊ ○ 高域周波数ノイズ除去機能設定

↑ × モニタ画面スクロール（計測最終位置へジャンプ）

↓ × モニタ画面スクロール（計測開始位置へジャンプ）

→ × モニタ画面左スクロール（新しい時刻位置へ移動）

← × モニタ画面右スクロール（古い時刻位置へ移動）

＜ ○ 計測開始トリガ条件の設定

＞ ○ 計測停止トリガ条件の設定

＿ ○ 通常のトリガ動作条件の設定

／ ○ モニタ画面スクロール時の検索条件設定

＄ × 計測中のスケール線表示消去

Ｅ × キー操作一覧表示（代表的な操作のみ画面表示）

○は操作可能 ×または空白は操作不可
１５ＢＸＰ １５ＢＸＷ により、使用可能な機能が異なっています。
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３．２ 計測内容の表示

（１）入力チャンネル電圧値表示

計測開始にて、接続しているすべてのデバイスについて、入力チャンネルの電圧値をリアル

タイムに表示します。

③ディジタル出力の表示

（注）対象デバイスＩＤ

②ディジタル入力の表示 は０番のみです。

①入力電圧値

の表示

（参考）計測ユニット内部の高速積算機能と計測ソフトウェアの特殊フィルタリング処理

により、表示桁最下位までをリニアに表示します。

高分解能版のサンプリング間隔２ｍｓ以上

ゲイン１ の表示桁 ±９８９９．９ｍＶ

ゲイン１０ ±９８９．９９ｍＶ

ゲイン１００ ±９８．９９９ｍＶ

12bit版、および高分解能版のサンプリング間隔２ｍｓ未満

ゲイン１ の表示桁 ±９８９９ ｍＶ

ゲイン１０ ±９８９．９ｍＶ

ゲイン１００ ±９８．９９ｍＶ

表示電圧の精度は、第１項にある「精度表」に記述しているとおりです。

最下位桁までの精度を保証しているものではありませんのでご注意ください

（２）ディジタル入出力表示（１５ＢＸＰのみ有効）

ディジタル入出力の状態をリアルタイムで表示します。

ディジタル出力については、出力する対象デバイスがＩＤ＝０ のデバイスのみですので、

表示対象となるのも、ＩＤ＝０ の計測ユニットのみです。
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（３）計測電圧値拡大文字表示 （最高/最低/振幅/平均値）

計測電圧値拡大表示

チャンネル計測電圧表示の下部位置に、計測電圧値を拡大文字にて表示します。

拡大文字にて表示するチャンネルは、波形表示画面の縦軸目盛を選択したチャンネルとなり

ます。

（注）拡大文字表示が可能なのは、計測ユニットを１台のみ接続している場合です。

計測ユニットのＩＤ番号は０番設定に限定しています。

複数台の計測ユニットを接続した場合は、この機能は無効となります。

計測電圧の拡大文字表示部分をマウスにて左クリックすると、次のように表示電圧の内容が

変化します。

① 計測電圧の現在値表示

↓

② 最高電圧表示 表示例 234.56mV▲

（計測開始からの最高電圧値をホールド）

↓

③ 最低電圧表示 表示例 -123.45mV▼

（計測開始からの最低電圧値をホールド）

↓

④ 電圧振幅表示 表示例 358.01mV◆
（最高電圧と最低電圧の差を表示）

↓

⑤ 平均電圧表示 表示例 56.78mVdc

↓

⑥ 無表示
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（４）波形のグラフ表示

１５ＢＸＷ／Ｐ共用 接続しているデバイスのうち、指定デバイスの４チャンネル分の

波形をグラフ表示します。

１５ＢＸＰ専用 接続しているデバイスのうち、指定デバイスの２チャンネル分の

波形をグラフ表示します。

計測間隔を ２ｍｓ以上に設定した場合

計測を開始すると、ペンレコーダと同様に、画面右端から波形描画を開始し、時間経過に従

って、左方向にスクロールしてゆきます。スクロール速度は、画面１ドット／計測間隔 とな

ります。時間軸縮小表示率が１以外の場合は、画面１ドットが［時間間隔×縮小表示率］に

相当するようにスクロールします。

トリガを有効とすると、トリガ点に黄色の縦線を表示します。トリガ後、そのままスクロー

ルを継続し、トリガ点が、画面の中央に位置した時点で、自動的に計測を停止します。

計測間隔を ２ｍｓ未満に設定した場合

計測を開始すると、オシロスコープと同様に、画面の左端から描画します。右端まで描画す

ると、ふたたび左端に戻って描画を繰り返します。トリガを有効とすると、トリガ点を画面

左端として描画を繰り返します。

（５）トリガ状態の表示

信号のトリガ状態を表示しています。

計測間隔２ｍｓ以上のとき、

トリガがかかっていないときは、 Ｔｒｉｇ． 停止 と表示しており、波形表示は、
そのまま継続し、画面スクロールを続けます。トリガがかかると、Ｔｒｉｇ． あり

と表示し、トリガ点に黄色の縦線を表示して、そのままスクロールを継続し、トリガ

点が、画面中央に位置した時点で、自動的に計測を停止します。

トリガが無効のときは、トリガ電圧部分に Ｔｒｉｇ． Ｆｒｅｅ と表示しています。

計測間隔２ｍｓ未満のとき、

トリガがかかっていないときは、Ｔｒｉｇ． 停止 と表示しており、

波形表示も更新されませんので、波形表示は旧データのままで停止しています。

トリガがかかると、Ｔｒｉｇ． あり と表示し、新しい波形表示を繰り返します。

トリガが無効のときは、トリガ電圧部分に Ｔｒｉｇ． Ｆｒｅｅ と表示しており、

トリガがかからないまま、Ｆｒｅｅ Ｒｕｎ にて、新しい波形表示を繰り返します。

トリガ状態の表示
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（６）ＸＹ表示

メニューをクリックすると、「モニタ画面」「ＸＹプロット画面」を表示します。

「ＸＹプロット画面」をクリックすると「ＸＹ表示」モードになり、計測を開始すると、

ＸＹ表示にて画面描画します。「モニタ画面」をクリックするとモニタ表示モードに戻りま

す。表示を切換えると、それまでの表示画面を消去します。

記録データを読込む場合も、この機能にて、いずれの表示をするかを選択することができま

す。

１５ＢＸＷでの動作

第１系統 ｃｈ１入力 Ｙ（縦）方向 ｃｈ３入力 Ｘ（横）方向
第２系統 ｃｈ２入力 Ｙ（縦）方向 ｃｈ４入力 Ｘ（横）方向

この２系統を同時表示します。

いずれかの１系統のみを表示する場合は、表示しない系統の入力チャンネルを、

画面左下にある ＤＣ／ＡＣ／▼ 切換にて、無表示▼ としてください。

（参考）各系統のＸＹ軸のペアとなるｃｈ１とｃｈ３、およびｃｈ２とｃｈ４は、

それぞれ同時タイミングでのサンプリングとなっています。

１５ＢＸＰ専用での動作

ｃｈ１入力 Ｙ（縦）方向 ｃｈ２入力 Ｘ（横）方向

（注）１５ＢＸＰでは、交互サンプリングとなるＣＨ１とＣＨ２にて、ＸＹ表示をしてい

ますので、ＣＨ１とＣＨ２入力には、（サンプリング時間）／２ の計測時間差が

ある点をご注意ください。信号変化時間が短い計測対象に対して、計測間隔を長く

設定すると、ＸとＹの同時性がなくなって、ＸＹ表示結果に顕著な影響が出てきま

す。
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３．３． 計測開始と停止トリガ条件および検索条件の設定

計測する信号の入力電圧条件により、自動的に計測を開始したり停止したりすることができ

ます。

（注意）計測開始／停止トリガ条件が有効となるのは、計測間隔が２ｍｓ以上のときです

マウスにて下図の操作をするか、またはキー入力にて「トリガ条件設定モード」を

変更します。

キー入力の場合 ＜（左カギ括弧）キー にて「開始ｐ」

＞（右カギ括弧）キー にて「停止ｐ」

＿（アンダーバー）キー にて「Trig.」

／（スラッシュ）キー にて「検索ｐ.」

マウス操作の場合 Trig.部分を左クリックすると、

Trig－＞開始ｐ－＞停止ｐ－＞検索ｐ

と変化します。

Ｔｒｉｇ． 通常のトリガ動作を指定します。

機能詳細は 「３．２項 計測内容の表示」をご覧ください。

開始ｐ 計測開始条件を指定します。

条件指定は、（１）トリガ電圧 （２）Ｓｌｏｐｅ （３）チャンネル番号

で、指定方法は、Ｔｒｉｇ．の場合と同様です。

チャンネル番号０を指定すると開始条件無指定となり、計測開始操作をす

ると、ただちに計測と画面表示をはじめます。ソフト起動時はこの状態で

す。ただし、計測開始条件を設定して、パラメータ保存操作をすると、ソ

フト起動時には、設定した内容となります。

チャンネル番号に０以外（１～４）を指定すると、開始条件指定となり、
次のような動作をします。

モニタ表示画面のとき

計測開始操作と同時に、画面表示を実行します。

サンプリング数カウンタは、計測開始操作と同時にカウントを

実行します。

計測開始条件が成立すると、サンプリングカウンタが０となり、

そこからあらたにデータ格納をはじめます。

画面表示はそのまま継続します。
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ＸＹ表示画面のとき

計測開始操作をしても、画面表示は計測開始条件が成立するま
で実行しません。

サンプリング数カウンタは、計測開始操作と同時にカウントを

実行します。

計測開始条件が成立すると、サンプリングカウンタが０となり、

そこからあらたにデータ格納をはじめ、画面表示もそこから開

始します。

停止ｐ 計測停止条件を指定します。

条件指定は、（１）トリガ電圧 （２）Ｓｌｏｐｅ （３）チャンネル番号

で、指定方法は、Ｔｒｉｇ．の場合と同様です。

チャンネル番号０を指定すると停止条件無指定となります。ソフト起動時

はこの状態です。ただし、計測停止条件を設定して、パラメータ保存操作

をすると、ソフト起動時には、設定した内容となります。
チャンネル番号に０以外（１～４）を指定すると、停止条件指定となり、

条件が一致した時点で計測を停止します。

計測停止条件は、計測開始条件が成立したあとに有効になります。

計測開始条件が成立したあとか、または計測開始条件無指定の場合に、停

止条件が成立すると、計測を停止します。

計測開始条件を指定した場合で、開始条件が成立していないときは、停止

条件が成立しても、計測を停止することはありません。

検索ｐ モニタ画面スクロール操作時の検索条件を指定します。

条件指定は、（１）トリガ電圧 （２）Ｓｌｏｐｅ （３）チャンネル番号

で、指定方法は、Ｔｒｉｇ．の場合と同様です。

検索操作方法は、３．１項（１７）

「モニタ画面スクロールと検索操作」をご覧ください。

トリガ電圧の指定方法は、 「３．１項 キーおよびマウス操作（４）トリガ電圧設定」を

参照ください。

ＸＹ表示での横軸チャンネルのトリガ電圧を指定する場合は、いったんモニタ画面に切換
えて、該当するチャンネルの電圧を指定してください。

トリガは指定チャンネルの電圧値と電圧スロープが一致したときに条件成立となります。

スロープ指定ですので、たんにトリガ電圧値をこえているだけでは条件成立とはなりませ

ん。たとえば、Ｓｌｏｐｅ ＋ を指定した場合、計測直後に入力電圧がトリガ電圧値より

も＋側にあったとしても、条件成立とはなりません。入力電圧がいったんトリガ電圧以下

となり、その後、トリガ電圧をこえて＋側になると、そこで条件成立となります。

１５ＢＸＰ専用での外部トリガ動作

１５ＢＸＰでは、外部ディジタル入力でのトリガ条件も使用できます。
Ｔｒｉｇ． 開始ｐ 停止ｐ のそれぞれにて、トリガチャンネル覧を ＥＸ とすると、

外部トリガとなります。

ディジタル入力 ｂｉｔ０ －－＞ Ｔｒｉｇ． 通常トリガ動作用

ディジタル入力 ｂｉｔ１ －－＞ 開始ｐ 計測開始トリガ用

ディジタル入力 ｂｉｔ２ －－＞ 停止ｐ 計測停止トリガ用
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３．４ 印刷と記録および設定の保存／読込

メニューをクリックすると、「印刷」「設定保存」「設定リセット」「終了」を表示します。

（１）「印刷」をクリックすると画面のハードコピーをプリンタに出力します。

用紙サイズは、Ａ４です。

（２）「設定保存」をクリックすると、計測間隔などの設定をファイルに保存します。

この保存内容は、次のプログラム起動時に、ファイルからロードし初期設定値とな

ります。プログラム起動時に、設定ファイルがない場合は、デフォルト値に設定し

ます。

保存する内容 デフォルト値

計測間隔 １０ｍｓ
アンプゲイン ×１

トリガ電圧 ０Ｖ

トリガスロープ ＋

トリガチャンネル ０（ｆｒｅｅ）

フィルタ設定 ＯＦＦ

グラフ表示倍率 ×１

波形表示位置 中央０Ｖ位置

各ｃｈマウスＹ軸位置オフセット 中央０Ｖ位置

ＤＣ／ＡＣ／▼ ＤＣ

計測開始／停止トリガ条件 通常トリガと同じ状態

コンパレータ設定 ID ０

ch ０
+/- △

volt 以上設定可能数８個分 ０Ｖ

１５ＢＸＷ／Ｐ共用 設定ファイル名 Ｄ１５１ＡＤＧ．ｐａｒ

１５ＢＸＰ専用 設定ファイル名 Ｄ１５１ＡＤＰ．ｐａｒ

保存フォルダは、実行ファイルのあるフォルダと同じです。

（３）「設定リセット」をクリックすると、計測間隔などの設定値を、デフォルト値に設定

します。リセットする項目は、（２）の保存対象項目と同じです。

「設定リセット」で、設定保存ファイルの内容が変更されることはありません。

（４）「プログラム終了」をクリックすると計測プログラムを終了します。
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記録１～記録５をクリックすると、「保存 」「読込 」「分割」「計測」「高速読込」を

表示します。

（１）「保存 」をクリックすると、記録番号に対応したファイル名のファイルに、

計測データを保存します。また、計測データと共に、各種の設定値も保存します。

データと共に保存する設定項目

計測間隔

アンプゲイン

トリガ電圧

トリガスロープ

トリガチャンネル

フィルタ設定 －－＞（注）読込時の設定はありません。

停止時刻（計測日時）

グラフ表示対象ＩＤ －－＞（注）読込時の設定はありません。

計測サンプリング数（最大５２４２８８点）

保存データ

最大サンプリング数にて設定したデータ数分のデータを、ファイルに保存します。
全デバイス、全チャンネルのＡＤ変換値を保存します。

途中で計測を強制停止した場合のように、計測サンプリング数が、最大サンプリ

ング数にみたないときは、実際にサンプリングしたデータ数が保存対象となりま

す。

最大サンプリング数に０を設定し、エンドレスの計測とした場合で、最大値の

５２４２８８サンプリングを超えた場合は、停止操作をしたときのデータを最終

データとして、それ以前の ５２４２８８個 のデータを保存します。

（注１）フィルタ有効となっているときも、フィルタ処理がおこなわれていない

データを保存します。

（注２）オフセットバランス機能を有効としている場合は、オフセットをキャン

セルしたデータを保存します。

実行ファイルのあるフォルダ内に、フォルダＲＣ１～ＲＣ５を自動生成して、

そのフォルダに保存します。

１５ＢＸＷ／Ｐ共用 ファイル名と記録番号の対応

記録１ 保存フォルダ名 ＲＣ１ 保存ファイル名 Ｄ１５１ＡＤＧ１．ｄａｔ

記録２ 保存フォルダ名 ＲＣ２ 保存ファイル名 Ｄ１５１ＡＤＧ２．ｄａｔ

記録３ 保存フォルダ名 ＲＣ３ 保存ファイル名 Ｄ１５１ＡＤＧ３．ｄａｔ

記録４ 保存フォルダ名 ＲＣ４ 保存ファイル名 Ｄ１５１ＡＤＧ４．ｄａｔ

記録５ 保存フォルダ名 ＲＣ５ 保存ファイル名 Ｄ１５１ＡＤＧ５．ｄａｔ

保存フォルダは、実行ファイルのあるフォルダと同じです。

１５ＢＸＰ専用 ファイル名と記録番号の対応

記録１ 保存フォルダ名 ＲＣ１ 保存ファイル名 Ｄ１５１ＡＤＰ１．ｄａｔ

記録２ 保存フォルダ名 ＲＣ２ 保存ファイル名 Ｄ１５１ＡＤＰ２．ｄａｔ

記録３ 保存フォルダ名 ＲＣ３ 保存ファイル名 Ｄ１５１ＡＤＰ３．ｄａｔ
記録４ 保存フォルダ名 ＲＣ４ 保存ファイル名 Ｄ１５１ＡＤＰ４．ｄａｔ

記録５ 保存フォルダ名 ＲＣ５ 保存ファイル名 Ｄ１５１ＡＤＰ５．ｄａｔ
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（２）「読込 」をクリックすると、記録番号に対応したファイル名のファイルから、

計測データを読込みます。また、計測データと共に、各種の設定値も、保存データ
から設定します。

読取り実行中は、グラフ右端に描画し、順次、左方向にスクロールをしてゆきます。

データ読込途中で、読込動作を中断したい場合は、

Ｓキーを押すか、画面の上段／左側にある「読込中」の表示をマウスクリックすると、

強制停止できます。

フィルタ設定とグラフ対象ＩＤは、ファイル内容の値を再設定しません。

このため、読込時には、保存時と異なるフィルタ設定にて読取ることができます。

また、保存時に波形表示していたデバイスとは異なるデバイスの波形表示をすること

もできます。

「高速読込 」をクリックすると、読込途中には、データの波形表示を実行しません

ので、高速にデータを読込むことができます。読込終了後に画面スクロールにて、
読込済データの確認ができます。

（３）「分割 」をクリックすると、記録番号に対応したファイル名のファイルに、

計測データを保存します。下記の形式にてファイルを分割して保存する他は、

「保存」指定と同じ処理となります。

大量のデータを、ＥＸＣＥＬ にて取り扱うときに利用します。

「分割」指定にて保存したデータも、（２）項の「読込」にて読込みを行うことが

できます。

ファイル名と記録番号の対応 （注）１５ＢＸＰ専用では下線部ＧがＰとなります。

記録１ 保存ファイル

Ｄ１５１ＡＤＧ１_0．ｄａｔ パラメータ部分

Ｄ１５１ＡＤＧ１_1．ｄａｔ 最初の６５５３６個のサンプリングデータ
Ｄ１５１ＡＤＧ１_2．ｄａｔ 次の ６５５３６個のサンプリングデータ

Ｄ１５１ＡＤＧ１_8．ｄａｔ 最後の６５５３６個のサンプリングデータ

サンプリングデータ数により、ファイルの数が異なります。

記録２ 保存ファイル

Ｄ１５１ＡＤＧ２_0．ｄａｔ ～ Ｄ１５１ＡＤＧ２_８．ｄａｔ

記録３ 保存ファイル

Ｄ１５１ＡＤＧ３_0．ｄａｔ ～ Ｄ１５１ＡＤＧ３_８．ｄａｔ

記録４ 保存ファイル

Ｄ１５１ＡＤＧ４_0．ｄａｔ ～ Ｄ１５１ＡＤＧ４_８．ｄａｔ
記録５ 保存ファイル

Ｄ１５１ＡＤＧ５_0．ｄａｔ ～ Ｄ１５１ＡＤＧ５_８．ｄａｔ

保存フォルダは、一括保存と同じ、各記録番号対応のフォルダ ＲＣ１～ＲＣ５です。

「保存」にて一括保存したデータが存在するときに、「分割」にてデータ保存をする

と、一括保存データファイルが、下記拡張子のついた、バックアップファイルになり

ます。

記録１の例 Ｄ１５１ＡＤＧ１．ｄａｔ → Ｄ１５１ＡＤＧ１．$ａｔ

「分割」にて分割保存したデータが存在するときに、「保存」にてデータ保存をする

と、分割保存データのパラメータ部分のファイルが、下記拡張子のついた、バックア

ップファイルになります。データ部分のファイル名は変わりません。
記録１の例 Ｄ１５１ＡＤＧ１_0．ｄａｔ → Ｄ１５１ＡＤＧ１_0．$ａｔ
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（４）「計測」をクリックすると、サンプリングデータ取得ごとに（実時間にて）、

指定ファイルに自動的に計測データを書き出すことができます。
この動作は、サンプリング間隔２ｍｓ以上の計測に限定されています。

サンプリング間隔２ｍｓ未満では、自動保存機能は無効となります。

保存するファイル名およびファイル分割方法は、分割ファイル保存動作と同じです。

自動ファイル保存動作をしないで計測をする場合は、

Ｇキーを押すか、「停止中」をマウスクリックして開始してください。

この場合、計測したデータは、メモリ上のみに記録してゆきます。

最大サンプリング数 ５２４２８８ を越えると、メモリー上では、もっとも古い

データを消去しながら、新しいデータを上書き保存してゆきます。

一方、この自動ファイル保存動作では、この制限を越えると、新しいデータを記録す
るファイル名を、下記のように変更して、それまで記録しているファイルを消去する

ことなく、新しいファイルに次のデータを記録してゆきます。

すなわち、メモリ上では最大サンプリング数 ５２４２８８の制限がありますが、

この自動ファイル保存動作では、さらにこの４倍の記録容量が確保できます。

この自動ファイル保存機能を使用する場合は、最大サンプリング数の指定は０個
（最大数指定なし）としてください。

（注）最大で３２個にファイル分割します。

ファイル１個あたり８ＭＢサイズとなりますので、保存するハードディスクには、

２６０ＭＢ以上の空き容量が必要です。

また、記録１から５まですべての記録には、１．３ＧＢ が必要となりますので、

ハードディスクの空き容量には、十分に注意してください。

ファイル名 D151ADGx_1.dat ～ D151ADGx_8.dat 最初の分割ファイル８個

D151ADHx_1.dat ～ D151ADHx_8.dat つぎの分割ファイル８個

D151ADIx_1.dat ～ D151ADIx_8.dat つぎの分割ファイル８個

D151ADJx_1.dat ～ D151ADJx_8.dat 最後の分割ファイル８個

（ｘ は記録番号１～５です。）

（注）上記のファイル名は１５ＢＸＷの場合です。

１５ＢＸＰ専用では、 D151ADP－－から始まって

D151ADS－－までとなります。

これにて、５２４２８８×４＝２０９７１５２個 までのデータを記録する

ことができます。

この機能を使用して保存したファイルを、読込機能にて画面表示する場合、

読込対象となるのは、最初の分割ファイルの

D151ADGx_1.dat ～ D151ADGx_8.dat のみです。

D151ADHx_1.dat ～ D151ADHx_8.dat D151ADIx_1.dat ～ D151ADIx_8.dat

D151ADJx_1.dat ～ D151ADJx_8.dat は読込対象とはなりません。

これらのファイルを読込む場合は、

ファイル名を D151ADGx_1.dat ～ D151ADGx_8.dat に変更してから、読込みを実行

してください。

記録後に、同一記録番号にて、続けて次の記録を実行する場合は、
記録済ファイルの名前を変更するか、あるいは別のフォルダにコピーをしてから実行
してください。そのまま、同一記録番号にて、次の記録を実行すると、
それまで記録したファイルは消去されます。
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４．入出力信号の仕様

ＣＮ１ アナログ電圧ｃｈ１入力コネクタ （ＢＮＣ）

ＣＮ２ アナログ電圧ｃｈ２入力コネクタ （ＢＮＣ）

ＣＮ３ アナログ電圧ｃｈ３入力コネクタ （ＢＮＣ） １５ＢＸＷのみ

ＣＮ４ アナログ電圧ｃｈ４入力コネクタ （ＢＮＣ） １５ＢＸＷのみ

アナログ電圧入力回路 +15V

アナログ アンプ回路

電圧入力 入力抵抗

抵抗１ＫΩ １０ＭΩ以上
許容入力電圧範囲 （２．２ＫΩ）

－１５～＋１５Ｖ 抵抗 -15V

（警告）入力電圧範囲を超える電圧を １ＭΩ

入力すると、ボードに使用して （４．７ＭΩ）

あるデバイスが壊れます。 （）内の抵抗値はチャンネル相互

絶縁タイプの場合です。

①アナログ電圧入力と

ＵＳＢインターフェイス回路とは

絶縁アンプにより絶縁しています。

チャンネル相互絶縁タイプでは各チャンネル間も絶縁しています。

②アナログ電圧入力端子のＤＣ入力に対してＡＤ変換レベルを調整しています。

ＣＮ５ ディジタル入出力コネクタ （２５Ｐメス Ｄ－ＳＵＢコネクタ）

１５ＢＸＰのみ

13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14

ケース上面からみた図です。
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ディジタル入出力ピン配置（計測ソフトとの対応）

１ ディジタル入力 ｂｉｔ０(LSB) 外部トリガ入力 通常トリガ

２ ディジタル入力 ｂｉｔ１ 外部トリガ入力 計測開始トリガ
３ ディジタル入力 ｂｉｔ２ 外部トリガ入力 計測停止トリガ

４ ディジタル入力 ｂｉｔ３ 予備

５ ディジタル入力 ｂｉｔ４ 予備

６ ディジタル入力 ｂｉｔ５ 予備

７ ディジタル入力 ｂｉｔ６ 予備

８ ディジタル入力 ｂｉｔ７ 予備

９ ディジタル入力 ｂｉｔ８ 予備

１０ ディジタル入力 ｂｉｔ９ 予備

１１ ディジタル入力 ｂｉｔ１０ 予備

１２ ディジタル入力 ｂｉｔ１１(MSB) 予備

１３ ０Ｖ

１４ ディジタル出力 ｂｉｔ０(LSB) コンパレータ出力０ 条件一致時high

１５ ディジタル出力 ｂｉｔ１ コンパレータ出力１
１６ ディジタル出力 ｂｉｔ２ コンパレータ出力２

１７ ディジタル出力 ｂｉｔ３ コンパレータ出力３

１８ ディジタル出力 ｂｉｔ４ コンパレータ出力４

１９ ディジタル出力 ｂｉｔ５ コンパレータ出力５

２０ ディジタル出力 ｂｉｔ６ コンパレータ出力６

２１ ディジタル出力 ｂｉｔ７ コンパレータ出力７

２２ ディジタル出力 ｂｉｔ８ コンパレータ出力８ bit0とbit4のAND

２３ ディジタル出力 ｂｉｔ９ コンパレータ出力９ bit1とbit5のAND

２４ ディジタル出力 ｂｉｔ１０ コンパレータ出力10 bit2とbit6のAND

２５ ディジタル出力 ｂｉｔ１１(MSB) コンパレータ出力11 bit3とbit7のAND

ディジタル入出力ピン配置（DACS-2500のディジタル入出力との対応）

１ ディジタル入力 ｂｉｔ０(LSB) ｂｉｔ１２（DACS-2500のＤＩ）
２ ディジタル入力 ｂｉｔ１ ｂｉｔ１３（DACS-2500のＤＩ）

３ ディジタル入力 ｂｉｔ２ ｂｉｔ１４（DACS-2500のＤＩ）

４ ディジタル入力 ｂｉｔ３ ｂｉｔ１５（DACS-2500のＤＩ）

５ ディジタル入力 ｂｉｔ４ ｂｉｔ１６（DACS-2500のＤＩ）

６ ディジタル入力 ｂｉｔ５ ｂｉｔ１７（DACS-2500のＤＩ）

７ ディジタル入力 ｂｉｔ６ ｂｉｔ１８（DACS-2500のＤＩ）

８ ディジタル入力 ｂｉｔ７ ｂｉｔ１９（DACS-2500のＤＩ）

９ ディジタル入力 ｂｉｔ８ ｂｉｔ２０（DACS-2500のＤＩ）

１０ ディジタル入力 ｂｉｔ９ ｂｉｔ２１（DACS-2500のＤＩ）

１１ ディジタル入力 ｂｉｔ１０ ｂｉｔ２２（DACS-2500のＤＩ）

１２ ディジタル入力 ｂｉｔ１１(MSB) ｂｉｔ２３（DACS-2500のＤＩ）

１３ ０Ｖ
１４ ディジタル出力 ｂｉｔ０(LSB) ｂｉｔ０ （DACS-2500のＤＯ）

１５ ディジタル出力 ｂｉｔ１ ｂｉｔ１ （DACS-2500のＤＯ）

１６ ディジタル出力 ｂｉｔ２ ｂｉｔ２ （DACS-2500のＤＯ）

１７ ディジタル出力 ｂｉｔ３ ｂｉｔ３ （DACS-2500のＤＯ）

１８ ディジタル出力 ｂｉｔ４ ｂｉｔ４ （DACS-2500のＤＯ）

１９ ディジタル出力 ｂｉｔ５ ｂｉｔ５ （DACS-2500のＤＯ）

２０ ディジタル出力 ｂｉｔ６ ｂｉｔ６ （DACS-2500のＤＯ）

２１ ディジタル出力 ｂｉｔ７ ｂｉｔ７ （DACS-2500のＤＯ）

２２ ディジタル出力 ｂｉｔ８ ｂｉｔ８ （DACS-2500のＤＯ）

２３ ディジタル出力 ｂｉｔ９ ｂｉｔ９ （DACS-2500のＤＯ）

２４ ディジタル出力 ｂｉｔ１０ ｂｉｔ１０（DACS-2500のＤＯ）

２５ ディジタル出力 ｂｉｔ１１(MSB) ｂｉｔ１１（DACS-2500のＤＯ）
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ディジタル入力回路

ディジタル 内部回路

入力

抵抗１５０Ω

入力電圧範囲０～＋５Ｖ C-MOSﾊﾞｯﾌｧ

入力リーク電流10μA以下

しきい値 ＴＴＬレベル

警告）入力電圧範囲を超える電圧または負電圧を入力すると、

ボードに使用してあるプログラムロジックデバイスが壊れます。

該当する入力回路部分だけでなく、デバイス全体の機能が壊れます。

ディジタル出力回路 （ＬＶ－ＴＴＬ専用）

内部回路 ディジタル

出力

抵抗１５０Ω

C-MOSﾊﾞｯﾌｧ

出力電圧範囲０～＋２．５Ｖ

ＴＴＬ負荷時

最大負荷電流1．5mA

フォトカプラ接続時
最大電流 5mA

注意）出力電圧のＨｉｇｈレベルは、

最小値で ＋１．７Ｖ 最大値で ＋２．５Ｖ となっていますので、

５Ｖ系ＴＴＬ入力の機器には接続できない場合があります。

接続する機器のHigh側しきい値電圧にご注意ください。

ＣＮ６ ＵＳＢコネクタ （Ｂタイプ）

１ ＋５Ｖ電源入力 （消費電力 １５ＢＸＰ 約１Ｗ
ただしディジタル出力負荷電流０のとき

１５ＢＸＷ 約２Ｗ）

２ ＵＳＢデータ（－）

３ ＵＳＢデータ（＋）

４ ０Ｖ
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２ｃｈアナログ入力＋ディジタル入力
１５ＢＸＰ－Ｄ２（Ｍ）またはＥ２（Ｍ）)製品内容

製品の名称 ＵＳＢ接続 計測ユニット １５ＢＸＰ－Ｄ２(M)またはＥ２(M)

標準構成 １５ＢＸＰ－Ｄ２(M)またはＥ２(M) 計測ユニット １台

ワニグチクリップ付きＢＮＣケーブル １．５ｍ ２本

ＵＳＢケーブル ５ｍ １本

ディジタル入出力用ケーブル側コネクタ １個

ゴム足 ４個

ＢＮＣコネクタ防塵キャップ ２個

計測プログラム／デバイスドライバ

／取扱説明書（ＰＤＦファイル） ＣＤ－ＲＯＭ １枚

取扱説明書 １部

２ｃｈアナログ入力専用
１５ＢＸＰ－Ａ２（Ｍ）またはＣ２（Ｍ）製品内容

製品の名称 ＵＳＢ接続 計測ユニット １５ＢＸＰ－Ａ２(M)またはＣ２(M)

標準構成 １５ＢＸＰ－Ａ２(M)またはＣ２(M) 計測ユニット １台

ワニグチクリップ付きＢＮＣケーブル １．５ｍ ２本

ＵＳＢケーブル ５ｍ １本

ゴム足 ４個

ＢＮＣコネクタ防塵キャップ ２個

計測プログラム／デバイスドライバ

／取扱説明書（ＰＤＦファイル） ＣＤ－ＲＯＭ １枚

取扱説明書 １部

４ｃｈアナログ入力
１５ＢＸＷ－Ｇ４（Ｍ）またはＨ４（Ｍ）製品内容

製品の名称 ＵＳＢ接続 計測ユニット １５ＢＸＷ－Ｇ４(M)またはＨ４(M)

標準構成 １５ＢＸＷ－Ｇ４(M)またはＨ４(M) 計測ユニット １台

ワニグチクリップ付きＢＮＣケーブル １．５ｍ ４本

ＵＳＢケーブル ５ｍ １本

ゴム足 ４個

ＢＮＣコネクタ防塵キャップ ４個

計測プログラム／デバイスドライバ

／取扱説明書（ＰＤＦファイル） ＣＤ－ＲＯＭ １枚

取扱説明書 １部

製造販売 ダックス技研株式会社
〒709-1203 岡山県岡山市灘崎町西紅陽台1-58-650

TEL 08636-2-0366 FAX 08636-2-0395

ホームページ http://www.dacs-giken.jp


